
〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  ホームページ : http://www.town.shirataka.lg.jp編集と発行／白鷹町企画政策課

11.12
NOV 2015
NO.1172

みんなでつくる
白たかの紅

あか

シラタカ・レッド！



校歌が生まれた日を

　創立記念日としました。

白
鷹
中
学
校
校
歌
　「
友
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
作
詞
　
田
勢
康
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
作
曲
　
山
崎
ハ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
編
曲
　
若
草
　
恵

友
よ
　
あ
あ
　
友
よ

い
ま
か
ら
　
物
語
　
始
ま
る
よ

大
人
へ
の
　
入
り
口
に
立
つ
　
わ
れ
ら

は
る
か
な
る
道
へ

ま
ず
　
踏
み
出
せ
　
小
さ
な
一
歩
を

厳
し
い
冬
の
　
あ
と
に
は

桜
が
　
き
れ
い
に
　
咲
く
だ
ろ
う

山
よ
　
あ
あ
　
山
よ

空
へ
と
　
羽
ば
た
く
　
白
い
鷹
よ

な
せ
ば
な
る
　
鷹
山
公
の
　
山
よ

わ
れ
ら
飛
び
立
つ

目
を
　
世
界
に
　
心
　
ふ
る
さ
と

夢
を
抱
い
て
　
つ
ら
ぬ
け

星
は
　
か
な
ら
ず
　
ま
た
た
く
よ

川
よ
　
あ
あ
　
川
よ

ひ
た
す
ら
　
海
め
ざ
し
　
走
り
ゆ
く

母
の
胸
　
命
は
ぐ
く
む
　
川
よ

水
面
が
光
る

あ
の
　
静
け
さ
　
と
き
に
　
雄
々
し
く

世
の
た
め
何
が
　
で
き
る
か

そ
れ
を
　
学
び
に
　
い
ま
集
う

青
春
　
ば
ん
ざ
い
　
白
鷹
中
学
校
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〝 
10
月
９
日 

〟

　

平
成
26
年
10
月
９
日
、
旧
東
中
学
校
に

当
時
の
東
西
両
中
学
校
の
生
徒
及
び
教
職

員
が
集
ま
り
、
白
鷹
中
学
校
の
校
歌
「
友

よ
」の
完
成
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

―
そ
し
て
、
１
年
後
の
平
成
27
年
10
月
９

日
、
統
合
か
ら
半
年
が
経
過
し
た
白
鷹
中

学
校
を
会
場
に
「
白
鷹
中
学
校
第
一
回
創

立
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
―
「
校
歌
が
生
ま
れ
た
〝
10
月
９
日
〟
を

創
立
記
念
日
と
し
ま
し
た
。」
―

　

式
典
に
は
校
歌
を
制
作
い
た
だ
い
た
、

田
勢
康
弘
さ
ん
、
山
崎
ハ
コ
さ
ん
、
若
草

恵
さ
ん
も
出
席
。
小
林
宏
一
郎
校
長
は
、

３
名
の
校
歌
制
作
に
対
す
る
思
い
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
生
徒
た
ち
に
対
し
「
校

歌
を
制
作
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
思
い

に
触
れ
、そ
の
思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
校
歌
に
誇
り
を
持
っ
て
声
高

ら
か
に
歌
い
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
白
鷹

中
学
校
第
一
期
生
の
勤
め
で
あ
り
、
責
任

で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
代
表
の
あ
い
さ
つ
で
は
、

「
記
念
す
べ
き
こ
の
日
に
在
校
生
と
し
て

参
列
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
多
く
の
方
に

祝
福
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
大
き
な
喜

び
で
あ
り
、
誇
り
で
す
」
と
生
徒
会
長
の

金
田
柊
太
郎
く
ん
。
さ
ら
に
、
同
生
徒
会

長
の
齋
藤
遥
香
さ
ん
も
、「
大
き
な
喜
び

に
満
ち
た
記
念
式
典
に
参
列
で
き
る
こ
と

に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
。
白
鷹

町
唯
一
の
中
学
校
と
し
て
、
県
下
に
誇
れ

る
白
鷹
中
学
校
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
校
歌
斉
唱
―
。

「
ま
ず
踏
み
出
せ
小
さ
な
一
歩
を
」「
目

を
世
界
に
心
ふ
る
さ
と
」「
青
春
ば
ん
ざ

い
白
鷹
中
学
校
」
と
い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
一

つ
ひ
と
つ
に
思
い
を
込
め
、
４
月
９
日
の

開
校
式
か
ら
約
半
年
間
歌
わ
れ
て
き
た

校
歌
を
、
一
層
声
高
ら
か
に
歌
う
在
校
生

４
１
３
名
。
生
徒
た
ち
が
歌
う
校
歌
を
、

こ
の
日
初
め
て
聞
い
た
田
勢
さ
ん
、
山
崎

さ
ん
、
若
草
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
父
、
母
、

先
祖
の
思
い
を
感
じ
な
が
ら
生
徒
た
ち
の

歌
を
聞
き
、
あ
ら
た
め
て
良
い
歌
だ
と
感

じ
た
。
こ
れ
か
ら
い
つ
に
な
っ
て
も
、
自

分
の
人
生
の
中
で
中
学
３
年
間
が
大
き
な

転
換
期
だ
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」（
田

勢
さ
ん
）、「
皆
さ
ん
の
歌
を
聞
い
て
胸
が

熱
く
な
っ
た
。
と
て
も
素
敵
だ
っ
た
。
こ

れ
か
ら
こ
の
校
歌
が
、
皆
さ
ん
の
側
で

ず
っ
と
生
き
続
け
て
行
く
と
思
う
と
本
当

に
う
れ
し
い
」（
山
崎
さ
ん
）、「
皆
さ
ん

が
将
来
こ
の
校
歌
を
思
い
出
し
た
と
き

に
、
勇
気
を
あ
た
え
た
り
、
育
っ
て
い
く

た
め
の
力
と
し
て
、
少
し
で
も
役
に
立
て

ば
う
れ
し
い
。
校
歌
制
作
に
た
ず
さ
わ
れ

た
こ
と
を
、
本
当
に
誇
り
に
思
う
」（
若

草
さ
ん
）
と
、
感
想
と
激
励
の
言
葉
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　　

今
後
続
い
て
い
く
白
鷹
中
学
校
の
歴
史

の
中
で
、
変
わ
ら
ず
あ
り
続
け
る
校
歌
と

「
校
歌
が
生
ま
れ
た
日
」。
い
つ
ま
で
も
変

わ
ら
ぬ
青
春
が
〝
こ
こ
〟
に
あ
り
ま
す
。

昨年の 10 月９日に初めて発表された校歌。このときは
まだ、生徒たちの声はありませんでした。
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新入園児を募集します
平成28年４月から

新入園児を募集

申込期間

11月12日（木）
　～11月30日（月）
午前９時～午後５時15分

※土・日・祝を除く
　

申込方法：新たに利用を希望する方は、申込書と添付書類を提出してください。現在入所している施設で引
　　　　　き続き保育を希望する（継続）方は、今回の申込期間内での手続きは必要ありませんが、１月に
　　　　　施設を通じ「現況届」等をお配りしますので、ご記入のうえ提出をお願いします。
申込書類：各施設、健康福祉課にあります。
申  込  先：健康福祉課子育て支援係
保  育  料：町が定める基準に基づき、保護者の所得状況（父母などの合算）と児童の年齢により決まります。
※延長保育と一時預かり保育の申し込みは、随時受付けます。

施設名 認定区分 定員 対象児童
（Ｈ28．4．1現在）

開所時間
（延長保育含む） 特別保育サービス バス

ひがしね保育園
☎８５-５２１８

２号 90 ３～５歳 午前７時 30 分～
　午後６時 30 分

延長保育、障がい児保育、一時
預かり保育 ○

さくらの保育園
☎８７-００８１

２・３号 150 ０～５歳 午前７時～午後７時
延長保育、乳児保育（産休明け
保育含む）、一時預かり保育

○

申込方法：新たに利用を希望する方及び１号認定を希望する方
　　　　　は、申込書と添付書類を提出してください。現在入
　　　　　所している施設で引き続き保育を希望する（継続）
　　　　　方は、今回の申込期間内での手続きは必要ありませ
　　　　　んが、１月に施設を通じ「現況届」等をお配りしま
　　　　　すので、ご記入のうえ提出をお願いします。
申込書類：各施設、健康福祉課にあります。
申  込  先：各施設
保  育  料：町が定める基準に基づき、保護者の所得状況（父　
　　　　　 母などの合算）と児童の年齢により決まります。
※延長保育と一時預かり保育の申し込みは随時受付けます。

現在の施設名 認定区分 定員 対象児童
（Ｈ28.4.1現在）

開所時間
（延長保育含む） 特別保育サービス バス

あらと保育園
☎８５-３１６０

３号 60 ０～２歳
午前７時～午後７時

延長保育、乳児保育（産休明け
保育含む）、一時預かり保育

×２号 54 ３～５歳
１号 ６ ３～５歳

よつば保育園
☎８５-００８４

３号 36 ０～２歳
午前７時～午後７時

延長保育、乳児保育（産休明け
保育含む）、一時預かり保育

○２号 48 ３～５歳
１号 ６ ３～５歳

　平成 28 年４月より、あらと保育園及び
よつば保育園が幼保連携型認定こども園に
移行することから、説明会を開催します。

 問い合わせ   健康福祉課子育て支援係　☎８６-０２１２　または　各保育園

申
込
期
間
内
に

　
申
し
込
ん
で
ね
！

申
込
期
間
内
に

　
申
し
込
ん
で
ね
！

平成28年４月から平成28年４月から

　
申
し
込
ん
で
ね
！

保育所（対象区分：２号・３号認定）・・

・・認定こども園（対象区分：１号・２号・３号認定）

平成 28年度認定こども園説明会

▼日時と場所
　11月19日（木）午後７時～　あらと保育園
　11月20日（金）午後７時～　よつば保育園
■問い合わせ　
　社会福祉法人白鷹会　☎８５-３１６０

（※ひがしね保育園の障がい児保育の時間は午前８時 30 分～午後４時 30 分）
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★

施設名 蚕桑っ子クラブ 鮎っ子クラブ あらと保育園
学童保育

東根児童クラブ
ふれあいっ子

実施場所 蚕桑地区コミュニテ
 ィセンター内

白鷹町子育て支援
   センター内 あらと保育園 ふれあいの里敷地内

申込電話番号 ☎８７－１１８８ ☎８７－００８４ ☎８５－３１６０ ☎８５－２２００

開所
時間

月～金曜日 午前 11時～午後 7時午前 11時～午後 7時午前 10時～午後 7時 昼 12 時～午後 7時

土曜日 午前 7時～午後 7時 午前 7時～午後 7時 午前 7時～午後 7時 午前 7時 30 分～
　　　　　午後 7時

学校代休
長期休暇 午前 7時～午後 7時 午前 7時～午後 7時 午前 7時～午後 7時 午前 7時 30 分～

　　　　　午後 7時

休所日 第２土曜日、日曜日、
祝日、お盆、年末年始

第２土曜日、日曜日、
祝日、お盆、年末年始

第２土曜日、日曜日、
祝日、年末年始

第１土曜日を除く土
曜日、日曜日、祝日、
お盆、年末年始

※利用料は基本金額を示しています。登録形態やサービス加算によって金額が異なります。
※申込みは、各児童クラブにお問い合わせください。
■問い合わせ　健康福祉課子育て支援係　☎８６ー０２１２

平成 28年度の
放課後児童クラブ（学童保育）利用児童を募集します
◆対象児童　本町の小学校在学者で、放課後の家庭での養育が困難な小学校６年生までの児童
◆利用料（おやつ代を含む）１~３年生：月額７０００円／４~６年生：月額６０００円

申込期間

11月 12日（木）～ 12月１日（火）

ゆったりと
大人のクリスマスを楽しみませんか

期日：12月 12日（土）
午後４時～７時（受付：午後３時30分）「

も
し
か
し
て
」
あ
な
た
が
救
う
小
さ
な
手

（
平
成
27
年
度「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」標
語
）

11 月は
児童防止虐待月間です
　児童虐待の問題は、社会全体
で解決すべき重要な課題です。
　虐待かもと思ったらすぐにお
電話をください。
　連絡は匿名で行うことも可能
です。連絡者や連絡内容に関す
る秘密は守られます。

児童相談所
全国共通 3桁
ダイアル

（お住まいの地域の児童相談所
につながります）

■問い合わせ・相談
　健康福祉課子育て支援課係
　☎ 86-0212

１
いち

８
はやく

９ ♥

会場／イタリアンレストラン『シャッタカ』（☎ 85-0910）
対象／年齢 41歳～ 55歳（独身男女各５名のお見合い形式）
参加費／男性　４０００円　　女性　２５００円
申込方法／住所、氏名、年齢、職業、電話番号を電話・ＦＡ
　Ｘ・メールのいずれかの方法で、11月 30 日（月）までお
　申し込みください。（応募者多数の場合抽選）
　※12月 10 日（木）以降のキャンセルには、キャンセル料
　２０００円が発生しますので、ご注意ください。
申し込み・問い合わせ先／
　婚活サポート委員会（子育て支援係内）
　☎ 0238-86-0212　［FAX］0238-86-0115
　［メール］kenfuku2@so.town.shirataka.yamagata.jp
主催／白鷹町婚活サポート委員会・南陽市結婚推進室・長井
　市婚活サポート委員会
内容／①司会者による講話　②自己紹介　③フリータイム
　フリータイムではゆっくり料理を堪能しながら席を移動　
　し、お話を楽しみましょう。※番号順で進行します。
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冬
期
間
の
交
通
確
保
の
た
め

　
　
除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

水
道
事
業
か
ら
お
知
ら
せ

　
　

建
設
水
道
課
水
道
課
係　

☎
85

－

６
１
３
７

●
積
雪
の
た
め
メ
ー
タ
ー
検
針
を
休
み
ま
す

（
１
月
〜
４
月
）

　

１
月
か
ら
４
月
ま
で
は
、
12
月
検
針
（
11
月
の

使
用
水
量
）
の
水
量
で
料
金
を
請
求
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
５
月
の
検
針
で
精
算
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
冬
期
間
の
水
量
が
11
月
の
使
用
水
量
と
大
幅

に
変
動
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
建
設

水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
冬
期
間
の
管
理

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と
、
防
寒

対
策
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
水
道
管
は
凍
結

し
た
り
、
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
毎
年
、
こ
の
凍

結
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
凍
結
に
よ
り
水
道

管
が
破
裂
す
る
と
、
修
理
代
は
も
と
よ
り
、
水
道

料
金
も
高
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は
、 

就
寝
前
に
「
不

凍
水
抜
栓
」
を
完
全
に
閉
め
切
り
、
蛇
口
を
開

い
て
水
抜
き
し
ま
し
ょ
う
。
半
閉
め
の
状
態
で
は
、

水
が
漏
れ
続
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
完
全

に
閉
め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
翌
朝
使
用
す
る
場

合
は
、
完
全
に
開
け
て
く
だ
さ
い
。

※
半
閉
め
、
半
開
き
の
た
め
漏
水　
　

す
る
ケ
ー

ス
が
多
く
見
ら
れ
ま　

す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
ヒ
ー
タ
ー
線
を
巻
い
て
い
る
水　

道
管
の
場
合

は
、
ヒ
ー
タ
ー
の
コ
ン
セ
ン
ト
が
確
実
に
差
し
込

ま
れ
て
い
る
か
、
ヒ
ー
タ
ー
が　

正
常
に
作
動
し

て
い
る
か
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問

ま
も
な
く
雪
が
降
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
安
全
・
安
心
な
冬
期
間
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
11
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
も
円
滑
に
除
雪
作
業
を
行
う
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
土
木
係　

☎
85

－

６
１
４
２

町
道
除
雪
実
施
基
準

　

町
内
の
各
所
に
観
測
点
を
設
け
、
道

路
上
降
雪
深
が
10
㌢
を
超
え
た
場
合
に

除
雪
作
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、
11
月
・
12
月
の
降
雪
直
後
と

３
月
の
融
雪
時
期
に
あ
っ
て
は
気
象
状

況
に
応
じ
て
路
上
降
雪
深
を
15
㌢
と
し

ま
す
。

　

ま
た
、
除
雪
作
業
中
に
、
融
雪
等
に

よ
っ
て
積
雪
深
が
10
㌢
（
15
㌢
）
未
満

に
な
っ
た
場
合
、
宅
地
の
切
れ
目
等
、

き
り
の
い
い
地
点
で
作
業
を
終
了
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

効
率
的
な
除
雪
作
業
に
向
け
て

　

町
で
は
平
成
23
年
度
よ
り
「
除
雪
車

運
行
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

　

除
雪
車
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
取
り

付
け
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
り
除
雪
車
の

現
在
地
と
走
行
経
路
を
確
認
し
な
が
ら

円
滑
な
機
械
除
雪
作
業
の
た
め
に

◆
障
害
物
に
は
目
印
設
置
や
除
去
を

　

道
路
上
に
樹
木
の
枝
な
ど
（
高
さ
４

㍍
以
下
の
も
の
）
が
出
て
い
る
と
除
雪

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
早
め

に
切
っ
て
い
た
だ
く
か
取
り
除
い
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
の
路
肩
や
側
溝
の
上
に

置
い
て
あ
る
は
せ
木
や
肥
料
・
石
な
ど

も
除
雪
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
除
雪
車
で

壊
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
付
近
の
民
有
地
に
あ
る

ブ
ロ
ッ
ク
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
も
除
雪

車
で
壊
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
除

雪
前
に
目
印
（
長
さ
３
㍍
以
上
の
棒
の

先
に
赤
い
布
な
ど
の
目
印
を
つ
け
る
）

を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
近
年
、
目
印
設
置
が
多
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
除
雪
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
ス
ム

ー
ズ
な
除
雪
が
遂
行
で
き
る
よ
う
、
節

度
あ
る
目
印
設
置
に
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

　

道
路
は
人
や
車
の
通
る
場
所
で
す
。

除
雪
さ
れ
た
雪
を
、
消
雪
道
路
だ
か
ら
、

道
路
に
積
も
っ
た
雪
だ
か
ら
、
と
道
路

上
に
出
す
と
路
面
凍
結
の
原
因
に
な
る

ほ
か
、
路
面
が
凹
凸
に
な
り
交
通
事
故

の
原
因
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
に
面
し
た
建
物
の
屋
根

か
ら
雪
が
落
ち
る
場
合
に
は
「
な
で
止

め
」
を
取
り
付
け
て
落
雪
を
防
止
し
て

く
だ
さ
い
。
落
雪
し
て
し
ま
っ
た
場
合

や
雪
下
ろ
し
に
よ
り
道
路
上
に
落
と
し

効
率
的
な
除
雪
作
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、

お
問
い
合
わ
せ
や
ご
要
望
に
対
し
て
迅

速
な
連
絡
対
応
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
に
よ
る

幅
出
し
を
強
化
し
、
車
道
幅
の
確
保
に

努
め
ま
す
。
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●
使
用
し
な
い
施
設
な
ど
の
閉
栓
手
続
き

　

漏
水
の
発
見
が
遅
れ
、
水
道
料
金
が
高
額
と
な

ら
な
い
よ
う
、
冬
期
間
使
用
し
な
い
施
設
な
ど
の

閉
栓
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
閉
栓
、
開
栓
の

手
数
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
０
円
で
す
。

●
水
道
管
の
破
裂

　

水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
は
、 

メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
直
ち
に
水
を
止
め

て
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
連
絡
し
、
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
修
理
代
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
漏
水
の
確
認

　

家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
、
ト
イ
レ
な
ど
の
水

タ
ン
ク
も
確
認
し
て
か
ら
、
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
ま

た
は
１
リ
ッ
ト
ル
針
が
動
い
て
い
る
場
合
は
、
ど

こ
か
で
漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
連
絡
し
、
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

１
リ
ッ
ト
ル
針

※冬期間もメーターを時
々確認して、漏水の疑い
がないかを調べましょう。

た
場
合
に
は
、
建
物
所
有
者
の
方
が
速

や
か
に
雪
を
排
除
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
路
上
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
で

　

道
路
に
駐
車
す
る
と
、
除
雪
作
業
の

支
障
に
な
る
ば
か
り
か
、
吹
雪
や
夜
間

は
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
路
上
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

◆
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で

　

作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
の
は
大

変
危
険
で
す
。
十
分
な
車
間
距
離
を
と

り
、
安
全
運
転
・
通
行
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◆
雪
押
場
・
堆
雪
場
の
確
保
を
お
願
い

し
ま
す　

　

町
道
に
面
し
て
い
る
公
共
用
地
が
少

な
く
、
雪
押
場
・
堆
雪
場
が
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
道
路
幅
を
確
保
す
る
た

め
、
ド
ー
ザ
除
雪
の
雪
押
場
、
ロ
ー
タ

リ
ー
除
雪
の
堆
雪
場
と
し
て
、
各
地
域

で
道
路
沿
線
の
方
々
に
、
私
有
地
を
、

雪
押
場
・
堆
雪
場
と
し
て
提
供
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
道
路
側
溝
に
投
雪
し
な
い
で

　

除
雪
し
た
雪
を
側
溝
に
捨
て
て
も
、

水
温
が
低
い
た
め
雪
は
な
か
な
か
融
け

ま
せ
ん
。
捨
て
た
雪
が
融
け
ず
に
側
溝

を
せ
き
止
め
、
あ
ふ
れ
た
水
が
道
路
に

流
れ
出
し
、 

住
宅
の
床
上
ま
で
浸
水

し
た
例
が
あ
り
ま
す
。

◆
地
域
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
や
高
齢

夫
婦
世
帯
な
ど
は
、
雪
に
か
か
わ
る
負

担
が
と
て
も
大
き
い
も
の
で
す
。
各
地

域
に
お
い
て
も
除
雪
が
困
難
な
家
庭
に

配
慮
い
た
だ
き
、
近
所
の
方
に
よ
る
除

雪
作
業
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

要
望
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

除
雪
に
つ
い
て
、
地
域
的
な
要
望
・

問
題
点
は
個
人
毎
で
は
な
く
、
必
ず
区

長
さ
ん
・
町
内
長
さ
ん
が
代
表
し
て
建

設
水
道
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

雪
捨
て
場
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
最
上
川
（
荒
砥
橋
下
流
）

の
河
川
敷
を
雪
捨
場
に
指
定
し
て
い
ま

す
。
毎
年
、
雪
と
一
緒
に
多
く
の
ゴ
ミ

が
捨
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
雪
以
外
の

も
の
は
絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
雪
を
捨
て
る
際
は
、
奥
か
ら
順

に
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
期
間

　
　
　

平
成
27
年
12
月
１
日

　
　

〜
平
成
28
年
３
月
31
日

▼
利
用
時
間

　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

連　絡

対　応

指　示要望
問題点

役　場区長・町内長
除雪の

要望は
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！

社会保障・税番号制度のご案内〈マイナンバー〉
★
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番
号
）
と
は
国
民
一
人
ひ
と
り
が
も
つ
12
桁
の
番
号
で
す
。

「通知カード」 について
　

　白鷹町内にお住まいの方に個人番号をお知らせ
する「通知カードは、11月 10日から順次「転
送不用の書留郵便（郵便局の転送サービスの対象
になりません。）」で配達されています。11月中に、
町内すべての世帯に配達される見込みです。
　１人暮らしの長期入院、入所者の方、東日本大
震災による被災者の方、ＤＶ等被害者の方で、配
達予定期間中に住所地に不在となる方は、居所情
報の登録が可能です。
　また、配達期間中旅行などで一時的に不在にな
る方は、後日、役場においでいただいて受け取っ
ていただくこともできます。
　詳しくは町民課戸籍年金係（☎ 85-6129）にお
問い合わせください。

「個人番号カード」 について
　
　通知カードと一緒に郵送される申請書をご利用
いただいて、「個人番号カード」の申請ができます。
　「個人番号カード」は、役場の窓口で証明書等
を申請していただいた際の「本人確認の身分証明

コールセンター　☎ 0570-783-578　または 白鷹町役場町民課戸籍年金係　☎ 85-6129

書」としてご利用いただけます。
（「通知カード」は、本人確認の
ための身分証明書としてはご利
用になれません。）

　顔写真付きの身分証明
書（運転免許証など）を
お持ちでない方には便利
なカードですので、申請
をご検討ください。

平
成
28
年
１
月
か
ら
、

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
行
政
手
続
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
ん
な
場
面
で
、

　

あ
な
た
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
い
ま
す
。

 ・アルバイトの勤務先に

 ・奨学金の申請時に

 ・勤労学生の控除手続に

・パート・アルバイトの勤務先に

・出産育児一時金や育休の申請時に

・児童手当の申請時に

・扶養控除等（異動）申告書など会
社に提出する税務関係書類に

・健康保険や雇用保険、年金などの
手続に

 ・年金給付の手続きに

 ・福祉や介護の手続に

 ・災害時の支援利用時に

・中長期在留者や特別在留者などの
外国人も税や社会保障等の手続で
マイナンバーを使います。

学 生 主 婦・保 護 者

高齢者・障害者など

外 国 人

従 業 員

・マイナンバーを使う手続きは
法令で定められています。
・マイナンバーを使う手続きで
は、身元確認書類による本人確
認も行うため、マイナンバーだ
けでなりすましはできません。

コールセンター　☎ 0570-20-0178　または　　マイナンバー　検索

  通知カード・個人番号について

  その他のマイナンバー制度について

問
い
合
わ
せ
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！

特別徴収されてない事業主、従業員の皆様へ

個人住民税は、特別徴収で納めましょう
　特別徴収とは？

　事業主が毎月従業員に支払う給与から個人住民税
（町・県民税）を引き去りし、従業員に代わって市
町村に納入していただく制度です。地方税法第321
条の４の規定により、所得税を給与から源泉徴収し
ている事業主は、すべての従業員について個人住民
税を特別徴収することが義務付けられています。

個人住民税は計算のわずらわしさがありません
　個人住民税の税額計算は市町村が行いますので、
所得税のように事業主が税額を計算したり、年末調
整する手間はかかりません。事業主の皆さまには給
与支払報告書を提出いただくだけです。

従業員にとっても大きなメリット

◇毎月、給与から引き去りされるため、納め忘れが
ありません。
◇一人ひとりが納期ごとに金融機関に出向く必要が
ありません。
◇納期が年12回となり、１回あたりの納付額が少
なくなります。（普通徴収は年４回）

山形県内全市町村で完全実施
　すべての事業所が特別徴収事業所となります。
平成28年度の個人住民税は、平成28年５月に特別
徴収通知書をお送りしますので、６月の給与から税
額を差し引いて納入していただきます。年度途中に
就職された方の個人住民税も普通徴収の納期限前の
ものであれば特別徴収に切りかえられます。

市町村 事業主 従業員
①給与支払報告書の提出
（１月 31 日まで）②税額の計算

③特別徴収税額の通知
（５月 31 日まで）

④給与支払（税額の通知）

⑥個人住民税の納入
（翌月 10 日まで）

⑤特別徴収（給与差引）
（６月から翌年５月まで）

町
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て

　

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
出
納
課
収
納
係　

☎
85

－

６
１
０
６

■問い合わせ　税務出納課町民税係　☎８５－６１３２

　

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
及

び
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
納
期
限

が
あ
り
ま
す
。（
納
付
書
に
記
載

し
て
い
ま
す
。
町
報「
綴
込
表
紙
」

に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。）

◎
納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
方
で
、

納
期
限
ま
で
納
め
ら
れ
な
か
っ
た

場
合
は
、
督
促
状
が
発
送
さ
れ
ま

す
。

◎
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
る
方

で
、
残
高
不
足
等
の
理
由
に
よ
り

口
座
振
替
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

口
座
振
替
不
能
通
知
書（
納
付
書
）

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
納
付
書
で
も

納
付
い
た
だ
け
な
か
っ
た
場
合

は
、
督
促
状
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

　督促状発送後も納付がない状態が続きますと、必要  注意

「
税
を
考
え
る
絵
は
が
き
と
作
文
」
を
展
示
し
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
作
品
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
展
示
期
間　

11
月
17
日
〜
24
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
出
納
課
収
納
係　

☎
85

－

６
１
０
６

に応じて財産調査などを実施し、差押えに進みます。差押え財産は当
方で決定し、事前の連絡はありません。差押えた給与・預金・保険等
は（保険は解約のうえ）未納の税金に充当されます。動産・不動産は
公売により換価のうえ、同じく未納の税金に充てられます。
※納期限を一定期間以上経過しますと延滞金が発生し、さらに納付額
が増加します。お手元の納付書をご確認いただき、納期限が過ぎてい
るものがありましたら早急に納付いただきますようお願いします。

　 住民税特別徴収
のしくみ
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▼相談時間　午前 10 時～午後２時 30 分
※相談時間は 30 分です。
▼相談会場　中央公民館１階　文化実習室
※都合により館内別室に変更となる場合がありますので、
ロビーの案内板でご確認ください。
※締切日までに町民課戸籍年金係にお申し込みください。

■申し込み・問い合わせ
　町民課戸籍年金係　☎８５-６１２９

相　談　日 予約申込締切日
11 月 25 日（水） 11 月 20 日（金）

12 月 24 日（木） 12 月 18 日（金）
平成 28 年 平成 28 年
１月 27 日（水） １月 22 日（金）

２月 24 日（水） ２月 19 日（金）

３月 23 日（水） ３月 18 日（金）

国民年金からのお知らせ

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」 が発行されます

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除対象となります。
　その年の 1月 1日から 12 月 31 日までに納付した保険料が対象です。

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのお問い合わせは、控除証明書のはがきに表示
されている番号にお願いします。

11 月上旬に送付される方

平成 27年 1月 1日から 9月 30日まで
の間に国民年金保険料を納めた方

平成 27年 10月 1日から 12月 31日まで
の間に、今年初めて国民年金保険料を納めた方

※相談にお越しの際は、年金手帳（基礎年金番号通知書）、年金証書、振込通知書などの他、本人である
ことを確認できるもの（免許証等）をご持参ください。なお、代理の方の場合は、委任状が必要となります。

年金相談の予約制のお知らせ
　申し込みの際には、「基礎年金番号」、「相談者氏名」、「電話番号」、「相談内容」等について確認させて
いただきます。

   会場：米沢年金事務所　米沢市金池 5-4-8（米沢市役所付近）
　▼相談時間　平日　８時 30 分、９時、９時 30 分、15 時、15 時 30 分、16 時
　▼申込方法　相談希望日１ヵ月前から相談希望日前日まで下記に申し込みください。
　　【米沢年金事務所　お客様相談室】☎ 0238-22-4220（代表）自動音声案内９→５（職員対応）
　　　　　　　　

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い
味方となる制度です。保険料は納め忘れのないようきちんと納めましょう。

～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

翌年 2 月上旬に送付される方

   会場：白鷹町中央公民館　「移動年金相談日」

【控除証明書専用ダイアル　☎ 0570-058-555】
※控除証明書の再発行は米沢年金事務所（☎ 0238-22-4220　自動音声）にお問い合わせください。
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下水道及び浄化槽使用にあたってのお願い
　下水道を使用している家庭から野菜くずや紙おむつ

及び下着が流れ、下水管（パイプ）に詰まるときがあ

ります。下水道施設や浄化槽本体は水環境を守るため

の大切な財産です。常に良好な状態で長く使用するた

めに次のことを守ってください。

・天ぷら油など油類は流さない
・なべや皿のひどい汚れは紙でふいてから洗う
・三角コーナー等を使用し生ゴミや毛髪を流さない
・紙おむつ・衛生用品・たばこは流さない
・トイレでは水洗トイレ専用の紙を使用する
・宅内汚水マスのフタを開けて点検する

－浄化槽の申請を受付中です－

　平成 28 年３月までに合併浄化槽を希望される方は、

12月18日（金）までに申請してください。

※申し込みは先着順になります。申し込み件数により、

申込期限前に受付終了とする場合があります。

■申し込み・問い合わせ
　建設水道課下水道係　☎８５－６１３８

排水設備工事責任技術者登録更新のお知らせ
　山形県下水道協会（元日本下水道協会山形県支部）
に登録されている責任技術者で、登録の有効期限が平
成 28 年１月 31 日までの方は、現在所属している指
定工事店所在地の市町村で更新手続きが必要です。

　◇必要な手続き　　　　　　　
　　①登録更新の申請　　　　　　
　　②更新講習会の受講
　◇申込期限
　　11月30日（月）

※対象の方は必ず手続きくださるようお願いします。

■申し込み・問い合わせ
　建設水道課下水道係　☎８５－６１３８

蚕桑紬パーク屋内運動場
冬期間の利用について

　蚕桑紬パークの冬期（12 月～３月）の利
用申込を受け付けます。
　なお、冬期間の利用に関しては、町内団体

（５人以上）を優先としますので、調整会議
の対象は町内団体といたします。
　また、昨年度冬期利用実績のある団体には
別途様式をお送りしています。

◆申込受付期間　※ 新規団体のみ
　11月17日（火）まで
◆申込方法
　指定様式によりお申し込みください。
 （様式は白鷹町教育委員会に備えてあります）

【利用調整会議】
◆い　つ　11 月 19 日（木）午後７時～
◆どこで　中央公民館３階大会議室
※利用調整会議は、申込期間内に利用申請の
提出があった団体のみ参加できます。利用申
込団体は、各団体代表１名必ず出席ください。

■申し込み・問い合わせ
　教育委員会生涯スポーツ係　
　☎８５－６１４７［FAX］８５－２１８３

10
月
10
日
、
午
前
１
時
52
分
に
発
生
し
た

竜
巻
注
意
情
報
連
続
放
送
に
つ
い
て

　

今
年
度
整
備
拡
充
い
た
し
ま
し
た
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の

音
声
告
知
シ
ス
テ
ム
に
つ
き
ま
し
て
、
10
月
９
日
か
ら
運
用
を
開

始
し
、
屋
外
拡
声
器
塔
32
箇
所
と
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
連

携
に
再
設
定
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
設
定
を
誤
り
、
同
じ
個

所
で
最
大
５
回
の
放
送
を
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

本
運
用
後
の
設
定
誤
り
で
町
民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
、
設
定
内
容
の
確
認
を
徹
底
す
る
な
ど
、
適
切
な
運
用

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
防
災
管
財
係　

85

－

６
１
２
２

お
詫
び
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白鷹町総合防災訓練
訓練の経験が最大の備えに

おっきくなった秋の味覚を収穫
ひがしね保育園さつま芋掘り

元気ニコニコウォーキング
秋の景色と秋の味覚を満喫

　10 月 19 日、金田芳宏さん（浅立）の畑で、ひがしね保育園の
年中児 21名が、春に苗を植えたさつま芋掘りを体験しました。
　これは金田さんのお孫さんがひがしね保育園に短期入所してい
たことを機会に金田さんのご厚意により始められたもので、ここ
数年、春・秋の恒例行事となっています。子どもたちは、大きく育っ
たさつま芋を手にして、「焼き芋にしよう」と大喜びの様子でした。

　元気ニコニコ推進会が主催する元気ニコニコウォーキングが 10
月 12日開催され、町内外から 25人が参加しました。
　参加者は秋の白鷹山を登り、白鷹の秋の景色を目で楽しんだ後、
白鷹スキー場で「まぁ・どんな会」の皆さんの作った秋の味覚「い
も煮」を堪能。飯豊町から参加したという方は、「天気も良くて最
高だった」「仲間と一緒にまた来たい」と笑顔で感想を話していま
した。

　10 月 25 日、町総合防災訓練が蚕桑小学校周辺で行われ、訓練に参加
した区民や消防団員が有事への備えを学びました。
　今回の訓練は、豪雨災害を想定した災害対策本部設置訓練からスタート。
その後、水防訓練や濃煙体験、蚕桑小学校児童による避難訓練などが行わ
れました。訓練に参加した区民の方は、「訓練だったが緊張感があった」「万
が一のときは今日の訓練を思い出したい」と真剣な表情で語りました。

しらたかの芸術が集結
第45回白鷹町芸術祭

　10 月 25 日、白鷹町保育協議会主催の「保育研究集会」が旧
鷹山小学校で開催され、参加した 50 組の親子と職員合わせて
170 名が、サッカーあそびやダンスを楽しみました。
　今回の集会は、「昨年の４園合同プロジェクトの思いを引き継
ぎ、将来同じ中学校に通う子どもたち同士が仲良くなれるように」
との目的で開催され、ドローンを使った空からの記念撮影も行わ
れました。

　町内の芸術が一挙に集結した、第 45回白鷹町芸術祭が 10月 31
日と 11月１日の二日間、あゆーむで開催されました。
　来場者は、町民の皆さんの手によってつくられた絵画や写真、生
け花などの芸術作品や、小学生、高校生が披露した歌や演奏といっ
た芸術を「見て」「聞いて」そして「心でふれて」、白鷹の芸術に魅
了されている様子でした。

第49回保育研究集会
楽しく  元気に  仲良く遊ぼう！
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　白鷹町食の文化街道推進会議が主体となって毎年開催されてい
る郷土食伝承事業が、10 月 14 日、20 日、27 日に行われ、町
内各小学校の６年生が栗ごはん、芋煮、冷やしるなどの郷土食を
味わいました。
　児童たちは、郷土の恵みと料理をつくってくれた方々に感謝し
ながら食事を楽しみ、ほとんどの児童が料理をおかわり。「家で
も郷土食をつくってもらいたい」という感想も聞かれました。

郷土食伝承事業
子どもたちへ伝える「しらたかの食文化」

地域×若者×里山保全
おきたまWOOD  JOB!! ～里山でつながる木繋（キズナ）～
　10 月 3日と 4日の 2日間、山口公民館と羽黒神社周辺の山林を会
場に、「おきたまWOODJOB!!」を開催しました。
　このイベントは、山口地区で里山保全を目的として活動する「山口
の里山をたのしむ会」と、山形県教育委員会で推進する青年交流事業
の企画をしている「SKY 置賜チーム」がコラボレーションしたもの。
里山が抱える「里山の管理が行き届かない」という課題にスポットを
あて、町内外から「若者」を多数呼び込んで、間伐の体験をしてもら
いながら、里山の魅力に触れてもらおうというコンセプトで実施しま
した。置賜各地から集まった一般の参加者 18名を含む 54 名で、羽
黒神社表参道をハイキングした後、メインの間伐見学と体験を実施。
大木が倒れる姿に圧倒された参加者からはざわめきが起こり、玉切り・
測量体験ではチェーンソーやメジャーを使った本格的な作業を体験し
ました。
　

「災害時における相互応援に関する協定」締結式
海老名市と災害協定締結
　10月５日、パレス松風を会場に「災害時における相互応援に関
する協定」締結式が行われ、白鷹町と神奈川県海老名市が災害協定
を締結しました。互いに観光を通して交流を深めてきたことが契機
となり、この度の締結に至りました。協定書には、相互の応援体制
に関する内容が盛り込まれています。海老名市の伊藤龍紀副市長は、
「協定締結は非常に心強いが、実際には協定書の内容が行われない
ことを祈る」と災害が発生しないことを願い、あいさつされました。

ジャックオランタンづくり
今年のハロウィンはぢぃぢぃのかぼちゃで
　10月 25日、あゆーむを会場に梅津悠さん（浅立）と岡田麻紀さん（浅立）
による「浅立はちまき隊」が主催のジャックオランタンづくりが開催され、
親子や友人同士で参加した 20名がランタンづくりを楽しみました。
　今回使用されたかぼちゃは、浅立の「かぼちゃ耕房　ぢぃぢぃ」の皆さ
んによってつくられたもので、参加者は自分の顔より大きなかぼちゃをく
りぬく作業に悪戦苦闘しながらも、それぞれが思い思いの表情のランタン
をつくっていました。
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東
陽
グ
ラ
ン
ド  

人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
競
技
場
と
し
て
公
認

　東陽グランドが、人工芝サッカー競技
場として日本サッカー協会から公認され
ました。
　これまでも公認を受けてきましたが、
この度、ボールの転がり具合、弾み具合、
面の均一性、足への負担度などの項目に
ついて検査を受け、基準を満たしている
ため、再び公認をいただいたものです。
公認期間は 2018 年 9 月 12 日までの 3
年間です。なお、東陽グランドは、山形
県フットボールセンターとしても指定を
受けています。

　

11
月
１
日
よ
り
、
町
内
初
の
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
の
隊
員
と
し
て
、
千
葉
県
出
身

の
石
井
紀
子
さ
ん
が
町
長
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
委
嘱
期
間
は
最
大
３
年
間
で
す
。

　
「
歴
史
文
化
と
地
域
お
こ
し
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
地
域
の
皆
さ
ん

に
早
く
覚
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。」
と
石
井
さ
ん
。

　

今
後
は
蚕
桑
地
区
を
中
心
に
地
域
の
行
事

の
参
加
・
企
画
、
文
化
財
等
の
歴
史
調
査
、

情
報
発
信
な
ど
の
地
域
お
こ
し
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
に
石
井
紀
子
さ
ん
が
着
任

　

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
表
彰

＜基本目標１＞
自然・人材・資源を活かし、企業活動の振興や収納支援を強化し産業の活性化により雇用を創出します
◎農業経営の確立 ◎林業の振興 ◎商工業の振興 ◎観光の振興 ◎産業人材の育成 ◎起業･創業支援 
◎産業間及び地域間連携 ◎雇用の安定と労働環境の充実、企業立地促進 ◎特産品の振興開発

＜基本目標２＞
ライフスタイルに合わせた多様な交流・移住を推進し、新しいひとの流れをつくります
◎移住受入の推進 ◎地域おこし協力隊の活用 ◎交流の拡大 ◎ふるさと納税

＜基本目標３＞
たくさんの子どもたちが元気に生まれ、安心して育てられる子育て教育環境の充実を進めます
◎結婚支援 ◎子育て支援 ◎教育振興・人材育成 ◎女性の活躍推進

＜基本目標４＞
活力ある地域の構築に向け、コミュニティセンター（小さな拠点）を核に共創し、安全で健康的
な暮らしやすいまちをつくり、定住促進を図ります
◎コミュニティセンター（小さな拠点）を中心とした地域経営と共創 ◎地域公共交通の確保 ◎雪対策

町政情報

白鷹町まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定しました

▲ 11 月２日、町長室で抱負を語る石井さん

　町では、人口減少問題に正面から向き合い、将来的に持続可能なまちづくりを進めるため、「人口ビジョン」
及び「総合戦略」を策定しました。（本文等詳細はホームページ）
　本ビジョン及び戦略の策定にあたっては、白鷹町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定委員会を設置し、
各委員をはじめ町民の方々、町議会、関係各種団体等多くの方々からのご意見、ご提言を基にしたものです。

　【平成 27年 10月 28日策定】

■問い合わせ　企画政策課企画調整係　☎８５-６１２３
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10
月
７
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
大
分
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第

57
回
全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
」
に
お
い
て
、
齋
藤
和
男
さ
ん

が
、
全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
佐
藤
眞
隆
さ
ん
が
、
文
部
科
学
大
臣
よ
り
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功

労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、、
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
公
認
指
導

者
と
な
っ
た
昭
和
50
年
３
月
よ
り
、
永
年
に
わ
た
り
山
形
県
の

　

齋
藤
さ
ん
は
、
長
年
に

わ
た
り
白
鷹
町
社
会
教
育

委
員
及
び
白
鷹
町
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員
を
務

め
、
白
鷹
町
の
社
会
教
育

と
生
涯
学
習
の
振
興
発
展

に
尽
力
さ
れ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
度
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・

振
興
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
17
年

度
か
ら
は
山
形
県
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
理
事
長

と
し
て
、
現
在
も
精
力
的

に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
度
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

　

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
表
彰

●対象

町内に在住、在勤、在学の満 18 歳以上（平成 27
年 4 月 1 日現在）で、男女共同参画社会の形成
に関心のある方

●募集人数

２名 

●会議開催期間

平成 27 年 12 月から平成 28 年３月まで（予定） 
【活動内容】
原則として平日の夜間または土・日曜日・祝日に
開催する会議（３回程度・１回約 90 分）に出席し、
計画策定のための意見を述べていただきます。 

●謝礼

町の規定により支払（１回３，０００円）

●応募方法

応募様式に記入のうえ、企画政策課企画調整係ま
でご提出ください。（ＦＡＸ・Ｅメール・郵送等）
なお、会議出席の際、一時保育（1歳半～就学前
の幼児）の必要な方は、幼児の名前、年齢もあわ
せてお書きください。
詳しくは町ホームページ、または直接お問い合わ
せください。

●応募期限

11月25日（水） 必着 
●応募・問い合わせ先

白鷹町企画政策課企画調整係
〒 992-0892　白鷹町大字荒砥甲 833 番地
「白鷹町男女共同参画推進計画策定委員募集」係
☎ 0238-85-6123　［FAX］0238-85-2128
Ｅメール：kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp

　女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）
が成立し、女性活躍がさらに推進されます。これに合わせ、町では今
年度「白鷹町男女共同参画推進計画」を策定するため策定委員会を開
催します。この会に出席し、幅広い意見をいただく委員を募集します。

策定委員募集！～白鷹町男女共同参画推進計画
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♥
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♥ ４Ｒ：2番目のＲ
リデュース（Reduce：少なくする）
　　　　　　　　　　・・・ごみを減らす

Ｒｅdｕ
cｅ

Ｒｅdｕ
cｅ

　平成 26年度の 1人１日あたりのごみ排出
量は４２０ｇであり、増加傾向にあります。
　

ごみ減量
　できることから
　　　　　はじめよう 
　～②リデュース～

　一方、家庭から出たごみは、焼却されたり、
埋め立てるなどの方法で処理されますが、埋
立処理を行っている最終処分場には限りがあ
ります。平成５年に供用を開始した浅川最終
処分場は、数年後に埋立が終了します。終了
後の処分場については、置賜広域行政事務組
合で準備をしていますが、現行の処分場と同
様に限りがあるものです。

　限りある最終処分場を少しでも長く利用す
るため、わたしたちはごみ減量を意識し、実
行しなければなりません。

　ひとりひとりが、出来るだけゴミが出ない
方法を考えて行動することで、確実にゴミは
減ります。

容器、包装を減らす

　トレイやパックに入った食品はなるべく買
わず、ばら売りを買う。また、洗剤やシャン
プーは、詰め替え用を選ぶ。

食品ロスをなくす

　食べ残し、期限切れ食品などを食品ロスと
よび、一つの社会問題となっています。食材
を買い過ぎない、料理を作り過ぎない、食べ
残さないなど、心がけ一つでできることがあ
ります。

　様々な面で利用されている使い捨てのもの
も、使った後はごみとなるものです。できる
だけ繰り返し使えるものを。

その他：ティッシュペーパーをふきんの代わ
りに使わない
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■問い合わせ　町民課くらし環境係　☎ 85-6131
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平成25年度
の受診率

受診率
の目標

肺がん検診 30.8％

50%

胃がん検診 36.4%

大腸がん検診 42.2%

子宮頸がん検診 33.7%

乳がん検診 30.0%

平成23年度 平成 24 年度
肺がん検診 100％ 100％

胃がん検診 70.1％ 80.1％

大腸がん検診 70.5％ 79.2％

子宮頸がん検診 46.2％ 57.1％

乳がん検診 87.2％ 90.9％

い早期のがんを発見する

のに大変有効です。受診

率の向上に向けて、がん

検診の大切さをお伝えす

る機会を設けることや、

受けやすい検診の体制づ

くり、がん検診無料クー

ポン事業などに取り組ん

でいきます。

　がんの予防でまず大切なのは、定期的にがん検診を受けること

です。平成 25 年度の受診者数は、23 年度と比べると増えてい

ます【図１】が、目標としている「がん検診の受診率 50％」に

ついては達成できていません【表１】。がん検診は自覚症状のな

　町では「心もいきいき働き盛り」の重点事業として、生活習慣

病の発症予防と重症化予防に取り組んでいます。その取り組みの

中から「がんの予防」についてお知らせします。 受けていますか？
　　がん検診　       

がん検診、　
受けっぱなしにしていませんか？
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　がん検診の結果、なんらかの異常が発見されるとさらに詳し

い検査（精密検査）を受けていただくことになります。町では、

精密検査が必要な方に文書や電話で受診のお勧めをして、全て

の方が確実に精密検査を受けることを目標にしています。しか

し、平成 24年度、目標を達成したのは肺がん検診のみで、そ

の他のがん検診では目標を達成できませんでした【表２】。

　精密検査を受けないとせっかく受けた検診が無駄になるだけ

でなく、がんの発見が遅れてしまう可能性があります。がんの

【表１】
がん検診受診率の目標と平成 25 年の受診率

【表２】がん検診の精密検査受診率の推移

【図１】がん検診の受診者数の推移（人）

がん予防の
ために　 

　がん予防だけでなく、動脈硬化の予

防のためにも禁煙をお勧めしていま

す。また、たばこを吸わない人をたば

この煙の害から守るため、11 月７日

の健康まつりで「白鷹町受動喫煙防止

宣言」を宣言しました。禁煙の取り組

みとともに進めていきます。

早期発見のため、自分と家族の幸せのために精密検査を確実に受けましょう。

H23 H25

白鷹町受動喫煙防止宣言
１．誰もがきれいな空気で快適にすごせるよう受動喫煙防止を
　推進します。
２．未来を担う子どもや妊産婦を受動喫煙の悪影響から守るた
　め、町民みんなで取り組みます。
３．たばこの煙や受動喫煙の害についての正しい知識を共有し
　受動喫煙のない地域づくりを協力して進めます。
４．公共性の高い施設は、建物内禁煙１００％を目指します。 ■問い合わせ　

健康福祉課健康推進係　☎ 86 － 0210

たばこは吸わない！たばこの煙はできるだけ避ける！
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高　
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安
部　

健
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古
希
す
ぎ
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人
生
い
ろ
い
ろ
今
思
う　
　
　
　

武
蔵
野
市　

 

池
田　

武
子

人
の
知
恵
利
用
拝
借
こ
の
世
生
き　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

我
が
道
を
人
生
峠
命
限
り　
　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

七
転
び
八
起
き
人
生
有
楽
に　
　
　
　
　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
己

足
怪
我
し
車
内
の
人
は
御
親
切　
　
　
　
　
　

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

雨
風
を
凌
い
だ
人
生
ど
こ
へ
行
く　
　
　
　
　

鮎　

貝　

岩
沢　

盛
栄

一
私
人
の
意
見
無
視
し
て
安
保
法　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫　
　

祈
り
ま
す
人
類
世
界
無
事
平
和　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

生
か
さ
れ
て
は
じ
め
て
わ
か
る
人
の
恩　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

街
角
に
い
つ
も
居
る
人
今
居
な
い　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

一
人
で
は
生
き
て
行
け
な
い
助
け
合
い　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

夏
過
ぎ
て
秋
の
夕
暮
れ
人
か
げ
が　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝　

健
次
郎

人
生
の
八
十
路
の
坂
も
あ
と
二
年　
　
　
　
　

萩　

野　

川
部　

ち
ゑ

鮎
祭
り
多
く
の
人
で
賑
わ
い
し　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

雑
踏
に
懐
し
い
人
古
里
な
ま
り　
　
　
　
　
　

菖　

蒲　

小
関　

弘

風
雪
に
耐
え
て
人
生
花
が
咲
く　
　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

米
寿
を
お
が
む
八
十
路
坂

　
　
　
　
　

人
の
な
さ
け
が
身
に
沁
み
る　
　

萩　

野　

紺
野　

五
月

人
よ
乗
れ
地
域
の
宝
長
井
線　
　
　
　
　
　
　

つ
く
ば　

斎
藤　

靖
夫

人
々
が
幸
せ
願
い
宮
参
り　
　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

私
達
人
に
出
逢
っ
て
人
を
知
る　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

池
静
か
言
わ
れ
て
久
し
人
面
魚　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

相
手
の
気
持
ち
受
け
人
と
し
て
が
ん
ば
ろ
う　

十　

王　

平　
　

恒
人

秋
空
に
あ
て
も
な
く
行
く
一
人
旅　
　
　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

天
災
に
人
生
航
路
狂
は
さ
れ　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

人
は
皆
ひ
と
り
で
な
ど
は
生
き
ら
れ
ぬ　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

人
の
世
は
線
路
に
似
た
り
夫
婦
愛　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

私
木
偶
姑
息
人
よ
り
胸
を
張
る　
　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

裏
切
ら
れ
性
善
説
が
濁
り
出
す　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉

凡
人
で
良
か
っ
た
と
妻
は
酌
を
す
る　
　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　

努

人
と
人
笑
顔
に
集
ま
る
デ
イ
ホ
ー
ム　
　
　
　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

人
目
ぼ
れ
魚
に
え
さ
を
投
げ
入
る　
　
　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

人
は
皆
生
命
力
で
生
き
て
居
る　
　
　
　
　
　

ふ
じ
み
野   

村
上　

桂
造

老
人
で
銀
行
が
混
む
年
金
日　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

人
減
る
が
増
え
る
空
き
家
と
認
知
症　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

縁
結
び
二
人
三
脚
爺
と
婆　
　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

人
見
知
り
せ
ぬ
幼
な
子
に
笑
顔
も
ら
う　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

次
回
「
初
」
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
。　

「
福
」
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
。

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地　

白
鷹
町
役
場
企
画
政
策
課
情
報
係　

 

宛
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地域包括支援センター ℡86-0112

ロコモ予防で
健康寿命を
のばしましょう！

こんな症状、思い当たりませんか？
□片脚立ちで靴下がはけない。

□家の中でつまづいたり、滑ったりする。

□階段を上がるのに手すりが必要である。

□家のやや重い仕事（掃除機の使用、布団の上

げ下ろしなど）が困難である。

□２㎏程度（１リットルの牛乳パック２個程度）

の買い物をして持ち帰るのが困難である。

□ 15 分くらい続けて歩くことができない。

□横断歩道を青信号で渡りきれない。

１つでも当てはまったら、ロコモの可能性が…。
さあ、ロコトレにチャレンジ！！

ロ
コ
モ
と
は
？

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
器
症
候
群
）
の
略
で
、
筋

肉
・
骨
・
関
節
な
ど
の
運
動
器
が

衰
え
る
こ
と
に
よ
り
、
移
動
機
能

が
低
下
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
で

す
。
進
行
す
る
と
、
歩
く
こ
と
が

困
難
に
な
り
、
普
段
の
生
活
に
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
寝
た
き

り
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

介護予防教室をご利用ください。

町の介護予防教室の「八乙女げんき塾」「元気パ
ワーアップクラブ」「元気はつらつクラブ」では、
介護予防を目的とした運動を行っています。

やってみよう、ロコチェック！

これでロコモ予防！
①ロコトレ（ロコモーショントレーニング）
は、自宅でも簡単にできる２つの運動です。ロ
コトレで元気な足腰をキープしましょう。
ロコトレ１　片脚立ち（左右１分間ずつ×１日
３回が目安です。慣れるまで机などをしっかり
押さえても大丈夫です。）

 

婚
活
応
援
室

　

婚
活
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
で
は
、

「
婚
活
応
援
室
」
と
し
て
結
婚
相

談
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
11
月
の
開
催
日
】

11
月
18
日（
水
）午
後
４
時
〜
８
時

【
12
月
の
開
催
日
】

12
月
16
日（
水
）午
後
４
時
〜
７
時

※
12
月
か
ら
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

☎
86

－

０
２
１
２

広
告

ロコトレ２　スクワット（１セット５～
６回×１日３回が目安です。安定感のあ
るイスからの立ち上がりでも十分です。）
※無理せず、転倒に十分注意しましょう。

②「花の山形！しゃんしゃん体操」
　花笠音頭に合わせ、ロコトレを意識した体操
になっています。体験してみたい方は、健康福
祉課地域包括支援センター係までご相談くださ
い。

こんな症状、思い当たりませんか？こんな症状、思い当たりませんか？
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前
回
10
月
13
日
号
で
は
２
年

次
生
の
就
業
体
験（
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
）に
つ
い
て
の
特
集
を
ご

紹
介
し
ま
し
た
。
本
校
で
は
進
路

指
導
課
と
１
年
次
が
「
産
業
社
会

と
人
間
」と
い
う
教
科
を
と
お
し
、

「
学
ぶ
こ
と
」と「
働
く
こ
と
」、「
生

き
る
こ
と
」
と
を
関
連
づ
け
な
が

ら
、
社
会
的
自
立
を
促
し
て
い
け

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
今
月
は
そ
の
中
か
ら
１
年

次
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

10
月
15
日（
木
）に
は
「
１
年
次

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
職
業
選
択
に
あ
た
っ
て
ど

ん
な
仕
事
や
資
格
が
あ
る
か
、
ま

た
そ
の
仕
事
に
就
く
た
め
に
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

た
ら
よ
い
か
を
職
業
体
験
を
通
し

て
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
初
め
に
ラ
イ
セ
ン
ス
ア
カ

デ
ミ
ー
㈱
の
菅
野
真
俊
氏
に
よ
る

ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
職

業
別
体
験
型
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
Ⅰ

部
・
Ⅱ
部
と
分
け
て
実
施
し
ま
し

た
。
職
業
別
と
し
て
は
、
17
の
分

野（
※
）の
講
師
の
先
生
か
ら
説
明

が
あ
り
、
ひ
と
り
の
生
徒
が
２
つ

の
講
座
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
講
師
の
先
生
に
よ
る
特
徴
あ
る

講
義
や
、
作
業
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
生
徒
た
ち
も
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
職
業
選
択
肢
の
幅
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
校
と
し
て
、
地
域
を
支
え
る

人
材
を
排
出
す
る
た
め
に
今
後
も

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。11
月
に
は
上
級
学
校
・

企
業
見
学
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
一
年
間
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
成
果
を
持
っ
て
、
来

年
も
就
業
体
験
を
企
画
す
る
予
定

で
す
。
地
域
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト

を
ま
た
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

進路学習  ―１年次の取り組みから― 

（※）＜ 17 の分野＞： 1. コンピュータ　2. 自動車　3. 土木・建築　4. 放送・マスコミ　5. デザイン　6. ビジネ
ス・情報処理　7. トラベル　8. 公務員　９．理美容・メイク　10. 調理　11. 製菓・製パン　12. 保育　13. 福祉
14. 看護　15．理学療法・スポーツ　16. 植物・農業　17．動物

荒高掲示板 
～県立荒砥高等学校～

　　 あらと保育園

　収穫の秋、お米もいっぱい収穫しました。お米は、

おもちに変身して、みんなでおいしく、いただきまし

た。お米の次は、おいもの収穫です。子どもたちは、

おいも掘りを楽しみにしています。今年もいっぱい収

穫しました。ちびいもさん、でぶいもさん、つながっ

て出てきました。

「
お
い
も
ほ
り
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
か
ぞ
く
だ
ね
」

「
つ
ち
の
な
か
で
て
き
た
お
い
も
で
っ
か
い
ぞ
」

「
す
ご
ー
い
な
ぁ
つ
な
が
っ
て
い
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
つ
ま
い
も
」

こ
ど
も
俳
句
「
お
い
も
ほ
り
」
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開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

1２月までの休館日
11/16（月）・24（火）・30（月）
12/7（月）・14（月）・21（月）・28（月）

▼
い
　
つ
　
12
月
20
日
（
日
）ま
で

　
午
前
9
時
〜
午
後
7
時

▼
休
館
日
　
月
曜
日
（
月
曜
日
が

▼
い
　
つ
　
12
月
12
日
（
土
）

　
午
後
2
時
開
演

　（
午
後
1
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
指
　
揮
　
松
村
秀
明
　

▼
入
場
料
　※

全
席
自
由

　
一
般   

　
　
　
　 

2
0
0
0
円

　
高
校
生
以
下
　   

1
0
0
0
円

　（
当
日
5
0
0
円
増
し
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
　
あ
ゆ
ー
む
、
中
央

　
公
民
館
　
ほ
か

▼
定
　
員
　
2
0
0
人

※

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　
だ
さ
い

　「
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

引
き
継
ぎ
、
第
１
回
「
あ
ゆ
ー
む

コ
ン
サ
ー
ト
」
の
開
幕
で
す
。
新
進

気
鋭
の
指
揮
者
松
村
秀
明
氏
を
迎

え
て
、
曲
目
は
お
な
じ
み
の
「
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
」
序
曲
、「
ア
イ
ネ
・

ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」（
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
）、
そ
し
て
６
年
ぶ
り

の
再
演
に
な
る
交
響
曲
「
イ
タ
リ

ア
」（
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
）
で
す
。

創
立
44
年
目
の
ジ
モ
ト
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
山
形
交
響
楽
団
を
み
ん
な

で
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

●
山
形
交
響
楽
団

　
　
あ
ゆ
ー
む
コ
ン
サ
ー
ト

● 

大
滝
博
子
創
作
人
形
展

　
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

▼
ど
こ
で
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人
5
0
0
円  

高
校
生
2
0
0
円
、
中
学
生
以
下
無
料

● 

第
28
回

▼
い
　
つ
　
11
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
よ
り

▼
ど
こ
で
　
文
化
伝
承
室

▼
伴
　
奏
　
月
の
カ
ケ
ラ
ほ
か

▼
会
　
費
　
5
0
0
円

　
　
　
　  

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定
　
員
　
50
人

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
内
　
容
　
み
ん
な
で
一
緒
に
生

伴
奏
で
名
曲
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。

リ
ク
エ
ス
ト
も
お
受
け
し
ま
す
。

●
フ
ラ
ワ
ー

　
　
　
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

▼
い
　
つ
　
12
月
23
日
（
水
・
祝
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
ど
こ
で
　
文
化
伝
承
室

▼
講
　
師
　
古
内
華
奈
さ
ん
（
フ
ロ

　
ー
リ
ス
ト
ふ
る
う
ち
／
米
沢
市
）

▼
参
加
料
　
3
0
0
0
円

　（
材
料
代
、
花
器
代
込
）

▼
定
　
員
　
25
人

▼
持
ち
物
　
ハ
サ
ミ
ま
た
は
花
鋏

　
モ
ダ
ン
な
お
正
月
の
ア
レ
ン
ジ
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
あ
ゆ
ー
む
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
締
切
12
月
18
日（
金
）午
後
5
時
）

 白鷹
町
総
合
型
地
域 

 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信 

Vol.41 

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ

ロ

ッ

ク

を
楽
し
も
う
♪ 

バブルサッカー教室 
弾ける快感!! 

 

話
題
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
バ
ブ
ル

サ
ッ
カ
ー
を
白
鷹
で
!!
大
き
な
バ
ブ

ル
を
す
っ
ぽ
り
か
ぶ
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー

を
し
よ
う
！ 

ぶ
つ
か
る
の
も
転
が
る

の
も
、
バ
ブ
ル
の
お
か
げ
で
大
丈
夫
！

と
に
か
く
楽
し
い
!! 

 
 

新
感
覚
の
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
!! 

 
問
い
合
わ
せ
・申
し
込
み
は 

 
 

す
べ
て
下
記
事
務
局
ま
で

「
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室
」 

▼
い
つ 

11
月
30
日
（
月
） 

 

 
 

午
後
７
時
30
分 

 
 

 

～
８
時
30
分 

▼
場
所 

東
陽
ホ
ー
ル 

 

筋
肉
を
緩
め
て
ゆ
が
み
を
リ
セ
ッ
ト
！

腰
痛
や
肩
こ
り
改
善
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
効
果
な
ど
、
良
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で

す
！
年
齢
や
体
力
に
関
係
な
く
行
え
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
対
象
者 

ど
な
た
で
も 

 
 

（
男
性
も
女
性
も
Ｏ
Ｋ
！
） 

▼
講
師 

伊
藤 

利
春 

氏 

み
つ
ば
治
療
院
院
長
（
米
沢
市
） 

▼
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
の
数
に 

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
参
加
費 

会 

員
３
０
０
円 

 
 

 
 

 

非
会
員
７
０
０
円 

「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
け
ん
こ
う
塾
」 

 

い
つ
ま
で
も
、
元
気
に
過
ご
す
た

め
に
、
運
動
習
慣
は
大
切
で
す
。 

 

初
め
て
の
方
で
も
無
理
な
く
楽
し

く
始
め
ら
れ
る
の
で
お
勧
め
で
す
。

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
～ 

 
 

 

中
央
公
民
館
い
こ
い
の
間 

▼
対
象 

大
人
・
シ
ニ
ア 

※
11
月
24
日
・
12
月
８
日
は
ス
ト

レ
ッ
チ
や
軽
い
筋
ト
レ
、
11
月
17

日
・
12
月
１
日
は
音
楽
に
合
わ
せ
て

行
う
３
B
体
操
。 

ゆ
め
ス
ポ
し
ら
た
か
「
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
」 

事
務
局(

教
育
委
員
会
内) 

 

℡
８
７
―
８
９
８
８ 

▼
い
つ 

11
月
29
日
（
日
） 

 

 
 

午
後
１
時
～
４
時
30
分 

▼
場
所 

旧
鷹
山
小
学
校
体
育
館 

▼
参
加
費 

無
料 

▼
募
集
人
数 

 

１
組
５
～
８
名 

（
男
女
混
合
可
、
女
性
の
み
Ｏ
Ｋ
） 

▼
対
象 

大
人 

▼
参
加
条
件 

 

身
長
１
５
０
セ
ン
チ
以
上
、
体
重

９
０
キ
ロ
以
下
の
健
康
な
男
女
。 

 

メ
ガ
ネ
、
腕
時
計
、
ピ
ア
ス
等
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
は
外
し
ま
す
。 

▼
申
込
締
切 

11
月
20
日
（
金
） 

（
先
着
10
組
。
定
員
に
な
り
次
第 

 

 

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

 

先着１０組！ 
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！

高齢者の
交通事故防止推進強化月間実施中 !

夕暮れどきは危険がいっぱい !!
　日没がさらに早まるこれからの時期は、夕暮れ
時から夜間にかけ、特に高齢者が関係する交通事
故の増加が心配されます。

［歩行者］
●道路を横断するときは、右、左の安全確認など、
「安全横断５則」の徹底。
●夕暮れ時からの外出は、運転者から目立つ明る
い色の服装と夜光反射材の着用。

安全横断５則

①安全な場所を選ぶ
②道路の端で必ず立ち止まる
③右 ･左の安全を確かめる
④安全を確かめたら、まっすぐさっさと渡る
⑤横断中も右 ･左の車の動きに気を配る

［自転車］
●夕暮れ時は早めにライトを点灯しよう。
●自転車も、一時停止場所では必ず停止するなど、
各種交通ルールの遵守。

［運転者］
●横断歩道は「横断歩行者絶対優先」、歩行者の
安全な横断を確保
●早めヘッドライト点灯と、こまめな切り替えに
よるハイビームを活用しよう。

交通事故に

「あわない、起こさない」を心がけましょう。

高齢者実践教室
　高齢者の交通事故防止を図るため、マツキド
ライビングスクール白鷹校にて開催しました。

開催しまし
た

▼身内の名前で電話が来たら…
▼電話番号変わったからといわれたら…
◎すぐにお金を振り込まず、元の番号に
かけて確認しましょう。
▼公的機関から還付などを口実に手続き
をＡＴＭでといわれたら…
▼キャッシュカードや通帳・印鑑を預か
るといわれたら…
◎公的機関がＡＴＭ操作を求めたり、
カードや通帳等を預かることはありませ
ん。他人に暗証番号は絶対に教えないよ
うにしましょう。
※電話やメールでは相手の顔が見えませ
ん。お金の話が出たら警戒しましょう。
※送金する前に家族や警察に相談しま
しょう。

送
れ
！
手
渡
せ
！
振
り
込
め
！

全
部
詐
欺
！

町民課くらし環境係 ☎ 85-6131 ／長井警察署　☎ 84-0110
白鷹西駐在所　☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所　☎ 85-2046

        ～ 11月２日から 12月１日は山形県危険ドラッグ撲滅運動強化月間です～

　　　　　 危険ドラッグは、「買わない！使わない！かかわらない！」

危険ドラッグとは…　　　　　　　　　　　
　危険ドラッグは、麻薬や覚醒剤と同様、ま
たはそれ以上の有害性があり、様々な健康被
害を引き起こします。法律の規制を抜けて売
られているとても危険な薬物です。

使うとどうなるか…　　　　　　　　　　　
　意識がもうろうとしたり、呼吸ができなく
なったりして命にかかわることがあります。
実際に死亡事故や意識障害による交通事故も
多く発生しています。

ＳＴＯＰ！
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童
門
冬
二
賞

　

中
川
み
さ
き
（
白
鷹
中
二
年
）

　
　

私
が
目
指
す
「
吹
部
！
」

生
涯
教
育
推
進
本
部
長
賞

　

樋
口　

悠
香
（
荒
砥
高
校
三
年
）

　
　

２
・
４
３

教
育
長
賞

　

樋
口　

芽
生
（
蚕
桑
小
二
年
）

　
「
か
わ
い
そ
う
な
ぞ
う
」を
読
ん
で

　

佐
藤
紗
綾
香
（
荒
砥
高
校
二
年
）

　

忘
れ
な
い
で

　
　
　
　

あ
な
た
は
愛
さ
れ
て
い
る

　
図
書
館
長
賞

　

大
滝　

颯
斗
（
鮎
貝
小
二
年
）

　
　

ア
リ
ジ
ゴ
ク
に
は

　
　
　
　
　
　

ふ
し
ぎ
が
い
っ
ぱ
い

　

菅　
　

結
愛
（
鮎
貝
小
三
年
）

　
　

や
さ
し
く
な
り
た
い

　

髙
橋　

優
羽
（
蚕
桑
小
六
年
）

　
　

サ
ヤ
と
ハ
ミ
と
私

　

梅
津　

桐
里
（
荒
砥
高
校
三
年
）

　
　

レ
イ
ン
ツ
リ
ー
の
国
を
読
ん
で

入
選

●
小
学
生
の
部

　

梅
津　

希
望
（
東
根
小
一
年
）

　

金
田　

岳
大
（
蚕
桑
小
一
年
）　

　

紺
野　

友
愛
（
荒
砥
小
一
年
）

　

梅
津　

脩
太
（
東
根
小
二
年
）

　

小
林　

優
那
（
荒
砥
小
三
年
）

　

和
田　
　

雫
（
荒
砥
小
三
年
）

　

菅　
　

悠
悟
（
蚕
桑
小
四
年
）

　

佐
藤　

叶
望
（
鮎
貝
小
四
年
）

　

渋
谷　

有
香
（
東
根
小
五
年
）

　

中
村　

咲
楽
（
鮎
貝
小
五
年
）

　

大
木　

真
緒
（
荒
砥
小
五
年
）

　

安
部　

真
優
（
東
根
小
六
年
）

　

上
村　

栞
凪
（
鮎
貝
小
六
年
）

●
中
学
生
の
部　

　

樋
口　

遥
菜
（
白
鷹
中
三
年
）

●
高
校
の
部

　

伊
藤　

茉
尋
（
荒
砥
高
一
年
）

　

丸
山
ひ
と
み
（
荒
砥
高
三
年
）　

俳
句

　

植
木　

英
夫　

川
柳

　

植
木　

英
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

第
47
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
立
図
書
館　

☎
87

－

０
２
１
７
）

白鷹町誕生 61周年記念　地区対抗駅伝競走大会

鷹山チームが圧巻の２連覇

　
大 会 結 果

１位　鷹山　２時間 29分 18 秒

２位　十王　２時間 34分 48 秒

３位　蚕桑　２時間 37分 06 秒

４位　東根　２時間 37分 44 秒

５位　荒砥　２時間 38分 01 秒

６位　鮎貝　２時間 39分 50 秒

　あいにくの雨となった地区対抗駅伝競
走大会が 10 月 11 日に開催され、厚い
選手層を誇る鷹山チームが２区から首位
を譲らず、２位以下を５分以上引き離す
圧巻の走りで２連覇を成し遂げました。
　また、11 区終了時点で最下位と、苦
しい走りを見せていた蚕桑チームは、
12 区以降の驚異的な追い上げにより、
17年ぶりの３位入賞を果たしました。

第 57回西置賜地区駅伝競走大会

白
鷹
町
が
安
定
の
走
り
で
２
連
覇

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
11
月
１
日
、
小
国
町

か
ら
飯
豊
町
、
白
鷹
町
、
そ
し
て
長
井
市

へ
と
た
す
き
を
つ
な
ぐ
西
置
賜
地
区
駅
伝

競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
か
ら
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
２

チ
ー
ム
が
出
場
。
中
学
・
高
校
生
主
体
の

若
い
チ
ー
ム
編
成
で
し
た
が
、
他
市
町
の

選
手
に
動
じ
な
い
安
定
し
た
走
り
、
そ
し

て
９
区
で
は
紺
野
凌
選
手
の
区
間
新
記
録

の
快
走
も
あ
り
、
白
鷹
町
Ａ
チ
ー
ム
が
優

勝
。白
鷹
町
が
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

【
区
間
新
記
録
】

９
区　

紺
野　

凌
（
鷹
山
）

【
区
間
賞
】

１
区　

中
村
咲
楽
（
鮎
貝
小
５
年
）

２
区　

小
林
咲
葉
（
白
鷹
中
２
年
）

３
区　

遠
藤
幸
登
（
白
鷹
中
２
年
）

５
区　

神
居　

寧
（
長
井
高
２
年
）

８
区　

樋
口
冬
把
（
東
海
大
山
形
２
年
）

９
区　

紺
野　

凌
（
鷹
山
）

11
区　

竹
田
裕
道
（
米
沢
中
央
３
年
）

11
区　

手
塚
雄
一
朗
（
十
王
）

鷹
山
チ
ー
ム
ア
ン
カ
ー
小
川
富
幸
選
手

区間新記録の快走を見せ
た紺野凌選手（左）
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■町長の動静・交際費に関する問い合わせ
総務課総務係　☎85－6120

支出日 区分 支出額(円) 内　　　　容
10月 15日 香典 10,000　 前河北町長弔慰金

10月 22日 贈答品 79,200　 白鷹鮎まつり招待券

10月 23日 御祝 3,450　
㈱米沢食肉公社臨
時株主総会並びに
獣魂祭

10月 28日 贈答品 5,250　 重要事業要望

10月 30日 御祝 3,000　 山口農業収穫祭

計 100,900　

町長交際費

町長の主な動静 10月

10月

月　日 行　　事　　名

10月 1日

町長訓示

選挙管理委員及び補充員当選証書付与式

固定資産評価審査委員会委員辞令交付式

教育委員辞令交付式

掛川第六師団長 ・馬場第六副師団長兼
ねて神町駐屯地司令歓迎の夕べ

10月 2日 白鷹町進出企業懇話会

10月 3日

さくらの保育園運動会

白鷹町里山再生シンポジウム

白鷹陽光学園創立 20 周年記念式典

10月 4日
白鷹陽光まつり

下山地区敬老会

10月 5日
神奈川県海老名市との災害時における相
互応援に関する協定締結式

10月 6日
まち ・ひと ・ しごと創生総合戦略策定委員会

地方創生講演会 『企業活動と地域づくり
の関わり』

10月 7日
西置賜地区反核 ・平和の火リレー 2015

白鷹町振興審議会

10月 8日 小山沢地区敬老会

10月 9日 白鷹中学校第１回創立記念式典

10月 11日
白鷹町誕生 61 周年記念地区対抗駅伝競

走大会

10月 13日
西置賜行政組合定例会

定例課長会

月　日 行　　事　　名
10月 14日 山形県町村長研修　～ 16日まで（山口県）

10月 17日
やまがた美しい森林づくり推進大会

仙台しらたか会の白鷹町訪問交流会

10月 18日 遠藤利明大臣就任御祝会

10月 19日
議員全員協議会

全国市町村長サミット

10月 21日 白鷹町新規就農者受入協議会設立総会

10月 22日 置賜地域道路整備促進大会

10月 23日 黒鴨地区敬老会

10月 25日 白鷹町総合防災訓練

10月 27日
置賜地区衛生組織連絡協議会指導者研
修会

新荒砥橋建設促進期成同盟会役員会

10月 28日

白鷹町都市計画審議会

まち ・ひと ・ しごと創生総合戦略策定委員
会

白鷹町振興審議会

10月 30日

白鷹町農業農村振興対策に関する建議書
の提出

公立保育所運営検討委員会

朝日 ・白鷹両町連絡協議会

10月 31日
読書感想文コンクール表彰式

白鷹町芸術祭

広
告

　

白
鷹
き
ら
や
か
会
様
よ
り
、
町
に

３
万
４
千
円
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。
町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に

有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町への寄付に感謝
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▼
応
募
締
切　

11
月
20
日（
金
）必

着■
問
い
合
わ
せ　

陸
上
自
衛
隊
第

６
師
団
司
令
部
広
報
室　

桑
原

☎
０
２
３
７

－

48
―
１
１
５
１

ソ
フ
ト
小
村
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

▼
所
在
地　

鮎
貝
７
４
９
１
番
地

▼
内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
ィ
ス

Ａ
タ
イ
プ
２
棟（
2
階
建
て
約
70

坪
）

Ｂ
タ
イ
プ
２
棟（
平
屋
約
30
坪
）

▼
使
用
料　

Ａ
タ
イ
プ　

月
額
５
万
８
６
２
０

円Ｂ
タ
イ
プ　

月
額
３
万
８
５
０
円

▼
入
居
資
格

①
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
、
ま

た
は
有
す
る
予
定
の
個
人
・
法
人

②
情
報
産
業
を
営
ん
で
い
る
方
、

ま
た
は
行
お
う
と
し
て
い
る
方

③
そ
の
他
の
業
種
で
起
業
、
新
分

野
へ
の
進
出
を
目
指
す
方

④
国
税
及
び
地
方
税
を
完
納
し
て

い
る
方

▼
経
費　

使
用
に
伴
う
経
費
は
実

費
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

提
出
書
類
な
ど
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
町
産

業
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

山
形
あ
づ
ま
り
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
５

　

県
内
各
地
の
団
体
が
一
堂
に
会

し
、
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

各
種
体
験
ブ
ー
ス
の
設
置
、
特

産
品
・
グ
ル
メ
販
売
を
行
う
ほ

か
、
来
場
者
の
方
が
楽
し
め
る
催

し
も
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
白
鷹

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
べ
に
た
か
ち
ゃ

ん
」
の
ほ
か
、
県
内
各
地
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
も
結
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

11
月
15
日
（
日
）　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

甑
葉
プ
ラ
ザ
（
村
山

市
楯
岡
五
日
町
14

－

20
）

▼
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
あ
づ
ま
り

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
実
行
委
員
会　

中
川

☎
０
９
０

－

６
６
２
６

－

０
３
３
５

米
沢
養
護
学
校
創
立
40
周
年
記
念

よ
ね
よ
う
ま
つ
り
２
０
１
５

▼
い
つ　

11
月
21
日
（
土
）

　

午
前
９
時
15
分
～
11
時
45
分

▼
ど
こ
で　

県
立
米
沢
養
護
学
校

▼
内
容　

・
作
業
製
品
の
展
示
販

売
（
布
・
木
工
・
紙
製
品
、
陶
器
、

ハ
ー
ブ
石
け
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
等
）

・
訪
問
教
育
コ
ー
ナ
ー
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

コ
ー
ナ
ー
（
バ
ザ
ー
及
び
飲
食
コ

ー
ナ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
菓

子
販
売
）・
近
隣
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
等
の
製
品
販
売
・
写
真

展
示
・
フ
ィ
ナ
ー
レ　

等

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
立
米
沢

養
護
学
校　

髙
橋

☎
０
２
３
８

－

38

－

６
１
０
１

や
ま
が
た
健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
５

▼
い
つ　

　

11
月
14
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

11
月
15
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

山
形
国
際
交
流
プ
ラ

ザ
（
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
）

▼
内
容　

健
康
・
医
療
・
介
護
予

防
に
関
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
健
康
度
チ
ェ
ッ

ク
コ
ー
ナ
ー
や
相
談
ブ
ー
ス
の
設

置
、
適
塩
弁
当
の
販
売
等

▼
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
健
康
長

寿
推
進
課
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
室
（
や
ま
が
た
健
康
フ

ェ
ア
２
０
１
５
実
行
委
員
会
事
務

局
）
木
村

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
９
１
９

第
40
回
陸
上
自
衛
隊
第
６
音
楽
隊

定
期
演
奏
会

▼
い
つ　

【
第
１
回
公
演
】

　

12
月
５
日
（
土
）

　

午
後
３
時
開
場
／
４
時
開
演

【
第
２
回
公
演
】

　

12
月
６
日
（
日
）　

　

午
後
１
時
開
場
／
２
時
開
演

▼
ど
こ
で　

や
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル

（
山
形
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
）

▼
主
催　

陸
上
自
衛
隊
第
６
師
団

▼
演
奏　

第
６
音
楽
隊

▼
入
場
料　

無
料
（
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
。）

※
応
募
要
領
は
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ

シ
、
第
６
師
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

催　

し

募　

集

※
そ
の
他
、
施
設
の
利
用
に
は
一

定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
商
工
振
興
係

☎
85

－

６
１
３
６

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

▼
募
集
住
宅　

町
営
柏
原
住
宅

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
箕
和
田

１
２
６
１

－

４
３

▼
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
８
＋

６
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額

１
万
８
９
０
０
円
～
３
万
７
１
０

０
円

▼
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、

入
居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法

の
基
準
以
下
で
、
同
居
す
る
親
族

が
い
る
方
及
び
暴
力
団
関
係
者
で

は
な
い
方

▼
入
居
可
能
日　

12
月
中
旬

▼
募
集
期
間　

11
月
25
日
（
水
）

ま
で

▼
申
込
方
法　

平
成
26
年
分
の
源

泉
徴
収
票
の
写
し
、
平
成
27
年
度

所
得
証
明
書
な
ど
入
居
者
全
員
の

所
得
の
わ
か
る
も
の
及
び
住
民
票

謄
本
を
ご
用
意
の
う
え
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●24　　 広報しらたか　2015.11.12



広
告

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係　

☎
85

－

６
１
４
０

平
成
27
年
度
山
形
県
市
長
会
職
員

採
用
試
験
の
ご
案
内

　

山
形
県
市
長
会
は
、
県
内
各
市

間
の
連
絡
調
整
を
図
り
、
市
政
の

円
滑
な
運
営
と
進
展
に
資
し
、
地

方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
任
意
団
体
で

す
。

▼
受
験
資
格　

昭
和
60
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
。
た
だ
し
、
大
学

卒
業
程
度
の
知
識
を
有
す
る
方
。

※
な
お
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
な
い
方

②
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
え
る
ま
で
、
ま
た

は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
方

④
山
形
県
及
び
山
形
県
内
の
市
町

村
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を

受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年

を
経
過
し
な
い
方

⑤
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に

成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す

る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
、
そ
の

他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
あ
た
は

こ
れ
に
加
入
し
た
方
。

▼
試
験
日

【
第
一
次
試
験
】
12
月
13
日（
日
）

【
第
二
次
試
験
】
平
成
28
年
１
月

中
旬
（
詳
細
は
第
一
次
試
験
合
格

者
に
通
知
し
ま
す
。）

▼
試
験
会
場　

山
形
自
治
会
館

▼
申
込
期
限　

11
月
24
日
（
火
）

※
直
接
申
込
書
を
持
参
す
る
場
合

は
、
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
形
県
市
長
会
事
務
局

☎
０
２
３

－

６
３
１

－
０
７
８
０

自
衛
官
等
募
集
の
お
知
ら
せ

【
第
３
回
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
】

▼
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子
（
平
成
28
年
４
月
１
日

現
在
）

▼
受
付
期
間　

11
月
20
日（
金
）ま
で

▼
試
験
日　

11
月
29
日（
日
）

▼
試
験
会
場　

受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集
】

▼
募
集
種
目　

陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

▼
応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未

満
の
男
子
（
平
成
28
年
４
月
１
日

現
在
）

▼
受
付
期
間　

平
成
28
年
１
月
８

日（
金
）ま
で

▼
試
験
日　

平
成
28
年
１
月
23
日

（
土
）

▼
試
験
会
場　

受
付
時
ま
た
は
受

験
票
交
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
米
沢
地

域
事
務
所　

☎
０
２
３
８

－
23

－

０
０
１
１

元
気
ニ
コ
ニ
コ
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
ご
案
内

◇
一
緒
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

〈
大
平
山
め
ぐ
り
コ
ー
ス
〉

▼
い
つ　

11
月
15
日
（
日
）

　

午
前
９
時
集
合

▼
ど
こ
で　

パ
レ
ス
松
風
駐
車
場

集
合

▼
コ
ー
ス　

約
４
キ
ロ
コ
ー
ス

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
雨
具
、
タ

オ
ル　

な
ど

◇
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

11
月
21
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
内
容　

ワ
ナ
ゲ
、
ペ
タ
ン
ク

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
ズ
ッ
ク

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会　

平
吹　

隆

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

平
成
27
年
度
置
賜
き
の
こ
栽
培

研
修
会

▼
い
つ　

11
月
30
日
（
月
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎  

５
階  

講
堂

▼
講
師　

齋
藤
良
次　

氏
（
き
の

こ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
内
容　

初
心
者
で
も
簡
単
に
始

め
ら
れ
、
年
間
を
通
し
て
安
定
し

た
収
穫
量
を
確
保
で
き
る
原
木
き

の
こ
の
栽
培
方
法
等
に
つ
い
て

※
き
の
こ
の
植
菌
体
験
も
行
い
ま

す
の
で
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
（
内
履
き
等
も

ご
持
参
く
だ
さ
い
）。
ま
た
、
植

菌
し
た
ほ
だ
木
（
な
め
こ
）
は
、

参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

▼
定
員　

50
名

※
車
で
お
越
し
の
際
は
、
置
賜
総

合
支
庁
西
庁
舎
の
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

11
月
24
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
普
及

担
当

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
６
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３
８

－

21

－

６
９
４
２
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「
広
報
し
ら
た
か
10
月
13
日
号
」
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
し
た
「
平
成
27
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
、
岩
崎
菜
々
さ
ん
（
白
鷹
中
３
年
）

と
竹
田
美
咲
さ
ん
（
白
鷹
中
２
年
）
の
作
品
が
同
じ
画
像

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
左
記
の
と
お
り
で

し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

岩崎  菜々　さん
（白鷹中３年）

竹田  美咲　さん
（白鷹中２年）

置
賜
地
域
議
員
協
議
会

　

地
域
の
課
題
や
施
設
等
に
つ
い

て
、
地
元
議
員
が
審
議
を
行
い
ま

す
。
県
議
会
の
活
動
を
身
近
で
傍

聴
で
き
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

11
月
20
日
（
金
）

午
後
１
時
（
昼
12
時
30
分
〜
受
付
）

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎　

講
堂

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
議
会
事

務
局
政
策
調
査
室

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
７
２
５

人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を

展
示
し
ま
す

　

子
ど
も
た
ち
に
人
権
尊
重
の
重

要
性
、
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
た
、
平
成
27
年
度
山
形

県
小
学
生
人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト

の
置
賜
地
区
入
選
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
17
日
（
火
）
〜
24

日
（
火
）

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
法
務

局
米
沢
支
局　

☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
４
８

子
ど
も
の
心
を
理
解
す
る
講
演
会

〜
発
達
障
害
を
例
に
、
い
じ
め
の
予
防
法
を
知
る
〜

▼
い
つ　

11
月
19
日
（
木
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

▼
ど
こ
で　

長
井
市
生
涯
学
習
プ

ラ
ザ

▼
対
象　

ど
な
た
で
も

▼
内
容　

発
達
障
害
を
テ
ー
マ
に

い
じ
め
予
防
・
子
育
て
の
在
り
方

を
考
え
る

▼
入
場
料　

無
料

※
事
前
の
お
申
込
が
必
要
で
す
。

▼
主
催　

（
公
社
）
長
井
青
年
会

議
所

■
問
い
合
わ
せ
（
公
社
）
長
井
青

年
会
議
所　

☎
84

－
５
３
９
４

エ
イ
ズ
終
日
検
査
を
実
施
し
ま
す

　

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
」
伴
い
、

エ
イ
ズ
終
日
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。
匿
名
・
無
料

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
い
つ　

12
月
１
日
（
火
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
保
健
所
１
階

▼
検
査
内
容　

エ
イ
ズ
検
査

※
検
査
結
果
は
採
血
の
約
40
分
後

に
説
明
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
地

域
保
健
予
防
課
感
染
症
予
防
担
当

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
２

弁
護
士
に
よ
る
住
ま
い
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談

▼
い
つ　

12
月
17
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎  

１
０
２
会
議
室

▼
定
員　

先
着
４
名　

※
相
談
時

間
は
一
人
40
分
程
度
で
、
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
営
住
宅
等
指
定
管
理
者
㈱
西
王

不
動
産
置
賜
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は

お
済
で
す
か

　

労
働
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務

上
や
通
勤
途
上
で
被
災
し
た
場
合

や
失
業
し
た
場
合
に
保
険
給
付
を

行
う
も
の
で
、
職
場
の
安
全
、
雇

用
の
安
定
を
図
る
た
め
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
従
業

員
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
、
労
働
者
を
1
人
で
も

雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
労
働
保

険
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
が
ま
だ
の
事
業
主
の
方
は
、

早
め
の
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

８
２
２
５

お
し
ら
せ
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国    道

287
ROUTE

し
ら
た
か

あ
さ
ひ

お
お
え

Ｒ 287 白鷹朝日大江

縦断スタンプラリー

【期間】平成28年1月18日（月）まで
【スタンプ設置場所】
白鷹町／道の駅白鷹ヤナ公園あゆ茶屋、どりい
む農園直売所、各新そばまつり会場（11 月８日、
15 日、21 日～ 23 日）
朝日町／道の駅りんごの森、りんご温泉、朝日町
産業まつり・りんごまつり（11 月 21 日～ 22 日）
大江町／道の駅おおえ、大江町交流ステーション
（JR左沢駅）、おおえの物産味覚まつり（11月15日）
※スタンプの台紙は各会場のレジや受付に備えて
います
【グルメギフト】
白鷹町／米沢牛（すき焼き用）
朝日町／アップル路鳥（ダチョウ）ソーセージと
豚ハムセット
大江町／やまがた地鶏
■問い合わせ
　産業振興課　☎ 85 － 6126

　

昭
和
の
始
め
か
ら
半
ば
に
か
け
て
、
旧
大
井
沢
村
（
現
在
の
西
川
町
）
で
僻

地
医
療
に
生
涯
を
捧
げ
た
志
田
周
子
先
生
の
映
画
「
い
し
ゃ
先
生
」
の
県
内
先

行
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
が
、
11
月
７
日
（
土
）
か
ら
山
形
県
内
の
映
画
館
で
始
ま
り

ま
し
た
。

　

映
画
の
撮
影
は
、
県
内
各
地
で
行
わ
れ
、
白
鷹
町
で
は

滝
野
交
流
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
鷹
山
小
学
校
の
児
童

の
皆
さ
ん
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
の
歴
史
あ
る
木
造
校
舎
が
舞
台
の
一
つ
と
な
っ

た
映
画
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

産
業
振
興
課　

☎
85

－

６
１
２
６

映
画
「
い
し
ゃ
先
生
」
先
行
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

昨
年
11
月
、
今
も
な
お
昭

和
の
面
影
が
残
る
滝
野
交

流
館
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

今年も
販売開始

「白鷹の赤すももわいん」
　今年も「白鷹の赤すももわいん」
が発売されました！　

「
し
ら
た
か
の
四
季
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
１
６
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
年
で
５
年
目
と
な
る
、
毎
年
大
好
評
の
「
し
ら
た
か
の
四
季

カ
レ
ン
ダ
ー
」を
販
売
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
の
表
紙
は「
紅

花
」。「
日
本
の
紅（
あ
か
）を
つ
く
る
町
」
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
桜
や
紅
花
を
は
じ
め
、
四
季
を
通
じ
て
白
鷹

ら
し
い
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
や
町
外
に
お
住
ま
い

▼価格　1部１０００円
▼取扱　観光協会、パレス松風、
あゆ茶屋、どりいむ農園直売所
▼その他　観光協会では町外の方
への発送も行います。（送料別途）
▼問い合わせ
　白鷹町観光協会　☎ 86-0086

　フレッシュで爽や
かな味わいで、きれ
いな透明感のある赤
すももわいん。
　道の駅白鷹ヤナ公
園をはじめ、町内酒
類販売店で限定発売
となっております。
　お土産や乾杯酒と
して、是非どうぞ♪

の
ご
親
族
や
ご
友
人
の
方
へ
の

贈
呈
と
し
て
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

戸籍の窓に載せたい方は、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

No.1172
2015-11

-12

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

【10月 1日～ 10月31日 届出】

住所 父母の名 子の名

高　岡 安部
雅晃 愛

あ

　唯
い

理香子

萩　野 梅津
幸治 航

こう

愛美

広　野 向田
智弘 理

り

　人
ひと

美紀子

鮎　貝 西村
宰 斗

と

　愛
あ

愛花

下　山 奥山
健 裕

ひろ

里美

鮎　貝 三浦
信高 愛

あい

　華
か

愛

▼
だ
ん
だ
ん
と
寒
い
冬
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。
寒
く
な
る
と
紅（
あ
か
）

く
な
る
皆
さ
ん
の
ほ
っ
ぺ
た
も
、
実

は
シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ
ド
で
す
。

▼
皆
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
シ
ラ
タ
カ

・
レ
ッ
ド
募
集
中
で
す
。
ぜ
ひ
、
教

え
て
く
だ
さ
い
。　
　

（
て
づ
か
）

 住所　　  氏　　名  　年齢

浅　立　髙　橋　京　子　85
荒砥乙　大　木　み　ね　92
畔　藤　　　地　千　枝　85
鮎　貝　樋　口　辰　郎　87
荒砥乙　江　口　貞　美　89
荒砥甲　伊　淵　忠　雄   102
広　野　向　田　よし子　85
荒砥甲　小　林　貞　子　81
鮎　貝　遠　藤　昭　次　80
鮎　貝　内　山　キ　ヨ　94
荒砥甲　後　藤　五　一　88
畔　藤　中　村　哲　雄　92
畔　藤　大　木　作　男　83
高　玉　金　田　な　か　96
十　王　松　野　し　ん　91
菖　蒲　川　村　し　ん　90

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド

し
ら
た
か
旅
先
案
内
人　
さ
ん
に
よ
る

旬
の
一
枚

　
11
月

　

そ
ば
好
き
な
ら
、
た
ま
ら
な
い
新
そ
ば
の
季
節
が

や
っ
て
き
た
。
８
月
初
め
に
播
い
た
そ
ば
の
種
は
す
ご

い
勢
い
で
成
長
し
、
１
カ
月
で
白
い
花
が
咲
き
、
２
か

月
後
に
は
緑
色
し
た
三
角
の
実
が
な
り
、
す
ぐ
黒
い
色

に
変
わ
り
、
10
月
下
旬
に
は
収
穫
の
時
期
と
な
る
。
こ

の
新
そ
ば
の
香
り
華
や
か
な
11
月
に
、
各
地
で
そ
ば
祭

り
が
行
わ
れ
、
来
る
８
日
は
の
ど
か
村
、
15
日
は
滝
野

交
流
館
、
21
〜
23
日
は
あ
ゆ
茶
屋
、
23
日
は
パ
レ
ス
松

風
も
り
も
り
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
る
。
ま
た
、
白
鷹
に

は
、
年
中
営
業
、
冬
季
だ
け
の
営
業
、
蕎
麦
打
ち
イ
ベ

ン
ト
な
ど
多
彩
な
蕎
麦
が
あ
る
。

　

白
鷹
に
は
昔
か
ら
そ
ば
打
ち
名
人
が
い
た
。
40
年
ほ

ど
前
に
な
る
が
、
自
宅
を
開
放
し
て
冬
季
だ
け
営
業
し

「
11
月
は
新
そ
ば
の
季
節
」　

表
紙
の
写
真

平  啓次　さん

て
い
た
十
王
の「
松
野
そ
ば
」

は
特
に
有
名
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
今
、白
鷹
の
蕎
麦
屋
は
、

「
隠
れ
蕎
麦
屋
の
里
」
と
し

て
、
そ
ば
好
き
た
ち
に
愛
さ

れ
て
い
る
。

　11 月１日、白鷹町浅立地区でハロウィンパ
レードが開催された。主催したのは「浅立はち
まき隊」（13 ページに関連記事）。地域の交流
を深めることをねらいに、回覧板等を使ってイ
ベントを呼びかけ、当日は子どもから大人まで
約 50 人が参加、また 55 件の家庭にも訪問先
として協力いただいた。「いろんなイベントを
企画して町おこしをしたい」と語るのは、主催者の一人、梅津悠さん。白鷹町
では今、新しい視点で地域を挙げた町おこしが始まっている。

新しい視点で町おこし

「
日
本
の
紅（
あ
か
）を
つ
く
る
町
」

白
鷹
町
に
あ
る
紅（
あ
か
）い
も
の

を
、「SH

IRA
TA
K
A
  RED

」と
名

付
け
ま
し
た
。

　

紅
花
を
は
じ
め
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

や
赤
す
も
も
わ
い
ん
、
り
ん
ご
や

今
年
誕
生
し
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
ア
イ

コ
の
キ
ム
チ
、
お
な
か
の
あ
か
い

も
み
じ
鮎
や
登
り
窯
の
炎
な
ど
、

白
鷹
の「
紅（
あ
か
）」は
町
民
の
皆

さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
う
、
だ
か
ら
「
み
ん
な
で
つ

く
る
白
鷹
の
紅（
あ
か
）
シ
ラ
タ

カ
・
レ
ッ
ド
！
」
な
の
で
す
。
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